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研究成果の概要：心理言語研究の新しい手法として、PWI（Picture-word Interference）法と

VWP（Picture Word Paradigm）法などを検討し、漸進的言語処理過程解明に対して有効な手

法となることを確認した。前者は、人間の漸進的文処理過程の進行状況を捉えるプローブとな

り、後者は発話の過程及びその理解過程の双方において、韻律情報の生成・理解を含め取り扱

うことが出来る。これらの新しい手法を用いることにより、日本語において名詞絵を命名する

PWI 課題では、連想語は促進効果を意味的に近い語は干渉効果をもつこと、干渉語が動詞など

のときには、干渉量が減少する文法効果があることを明らかとした。また、VWP 法などの手

法の適用により、①左右枝分かれに曖昧構造をもつ日本語名詞句に対する話し手と聞き手の韻

律情報の生成とその理解過程 ②日本語 Wh 文における作用域の曖昧性に対する、話し手と聞

き手の韻律情報の生成とその理解過程 ③英語の前置詞付加位置に関する曖昧性に関する日本

人学習者の処理傾向を明らかとした。また、NIRS により文脈に干渉する視覚的刺激の検出な

ど文処理に関連する基礎的処理メカニズムの一部を観測した。 
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１．研究開始当初の背景 

人間の文処理過程の研究において、多義性
を生じる文や、極端に複雑な構造を有する文
などが、直接観察が困難な人間の言語処理装
置の仕組みを間接的に探るのに有用な試験
材料として使われてきた。しかし、こうした

材料に対し人間の言語処理装置の普遍性が
どの程度適切に反映されるのかということ
が心理言語学者の自身の間でもしばしば疑
問視されていた。また、人間の言語処理過程
を探る新しい方法がこの分野の研究のさら
なる展開を図る上で必要であるとの認識が



高まっていた。 
 
２．研究の目的 

心理言語研究における新しい手法を開拓
し、従来の実験法との比較を行って、手法の
特徴及び従来の結果との整合性を検討し、人
間の言語処理研究における諸手法の可能性
や限界について比較検討を行う。これらの手
法を文の関係節理解における構造構築コス
トの解明や発話意図理解の過程の検討に適
用する。また、言語間比較によって言語にお
ける処理の特性の相違や処理の能率などを
明らかにする。 
 
３．研究の方法 

言語処理研究において従来中心的な役割
を果たしてきた読み時間の測定法に加え、
PWI （ Picture-word Interference ）、 VWP
（Visual Word Paradigm）という絵・画像等
の非言語的視覚刺激呈示による新しい方法
を用いる。前者においては、絵と文処理過程
の干渉効果を利用し、後者においては、アイ
トラッカーを用いる視点検出を用いること
によって処理の過程を知る。さらに脳イメー
ジング手法として ERP（事象関連電位）や NIRS
等の測定法の言語処理研究への適用も並行
して検討を行う。これら手法の特質を生かし
て、人間の漸進的文処理過程の解明に用いる。
単文など日常的に使われる平易な単文など
に適用することによって、人間の普遍的文処
理過程の解明をはかる。 

 
４．研究成果 
 新しい手法の適用により得られた結果とそ
の意味に重点を置いて以下に研究の成果を
示す。 

１）PWI 法に関係する成果 

日本語話者を対象に、名詞絵を命名する
PWI 課題を行った。その結果によると、干渉
語が名詞のときに意味効果がみられず、干渉
語を動詞にすると、名詞よりも干渉量が小さ
い文法（ないし品詞）効果が認められた。こ
れはオランダ語、ドイツ語、イタリア語によ
る先行研究の結果とは一致しなかった。そこ
で名詞絵に関して追加実験を行い、先行研究
との違いの原因を探った。まず名詞絵と名詞
の干渉語の意味関係を調べたところ、絵と意
味的に近い干渉語には、同じ意味カテゴリー
の語と連想語が含まれていたので、追加実験
ではそれらを別個の干渉語群と（例、同カテ
ゴリーの干渉語: 鯨の絵に対して「イルカ」： 
連想関係にある干渉語:「海」）すると意味効
果と連想効果が現れた。連想語は意味的に近
い語とは逆に命名を促進することが判明し
た。しかし干渉語が名詞以外のときには干渉
量が減少する文法効果は残った。 

本研究において文法効果が出現した要因

として、干渉語群間（例、名詞群 vs. 動詞群）
の親密度、頻度、心像性の差、絵と各干渉語
群の意味的距離の差、さらには干渉語と絵
（名詞）の組み合わせが名詞句を形成するか
否か（例、干渉語が名詞［羊なら絵［ライオ
ン］に対しても句を形成せず［羊－ライオン］、
動詞「吠える」なら句を形成［吠える－ライ
オン］］などが考えられる。そこで単語属性、
意味的距離を統制した実験を行ったが、文法
効果は残った。さらに干渉語と絵の対が名詞
句を形成する場合（動詞、形容詞、「名詞+と」
－絵）と、しない場合（副詞－絵）の干渉量
を調べたが、名詞句の形成は影響を与えなか
った。すなわち名詞絵の命名では、干渉語が
名詞のときに、その他の品詞のときより干渉
が大きくなることが明らかとなった。 
これらの結果は、これまでに得られていた

西欧諸言語の結果と必ずしも一致しない。言
語的特性との関係については、言語間比較検
討をさらに進める必要がある。また、連想語
との関係については新しい知見であり、今後
本手法の適用に大きな意味を持っている。 
２）VWP 法などの適用による成果 
i）左右枝分かれ曖昧構造を持つ日本語名

詞句における、話し手と聞き手の韻律情報の
利用のあり方についての検討 
「青いＣＤのケース」のように、修飾語の付
加対象に二通りの可能性がある場合、それぞ
れの構造が異なった韻律構造を示しうるこ
とがわかっている(Kubozono 1988 等)。しか
し、実際の文産出においては、曖昧性を特別
に意識した場合とそうでない場合とで韻律
情報の発現のあり方が異なることがわかっ
た。構造的曖昧性への意識を喚起するような
視覚的文脈とそうでない視覚的文脈を操作
して被験者８名を対象に行った産出実験お
よび、この産出実験で得られた発話を用いて
行われた文理解調査により、話者の用いる韻
律情報には、曖昧性を意識した場合とそうで
ない場合とで、韻律情報の顕著さそのものの
みならず、用いる音響的手がかりの種類にも
違いが見られることがわかった。前者では、
ポーズなどの時間長情報による強調が顕著
であったのに対し、後者は韻律音韻論で予測
されるとおりのイントネーションパターン
が観察された。また、聞き手にとっては、話
し手が産出時に意図したとおりに解釈され
るとは限らない点も明らかとなった。 
ii）日本語の Wh 文における作用域の曖昧

性における、話し手と聞き手の韻律情報の利
用のあり方についての検討 
「保健所は患者たちが何を食べたかすでに
確認したんですか」という文においては、疑
問詞「何を」の作用域が二通り考えられ、従
って二通りの意味が発生する。（答えとして、
「はい」（subordinate Wh-scope）または「生
牡蠣です」(Matrix Wh-scope)）こうした日



本語の Wh 文における作用域と韻律情報の関
係について、産出時におけるマッピングと理
解時におけるそれが別の方略により支配さ
れていることを示した。つまり、産出におい
ては、統語構造における Wh 作用域境界位置
の違いを反映する位置におけるＦ０の高さ
（ここでは matrix verb）がもっとも顕著な
おかつ個人間でコンスタントな違いを示し、
それに加え Wh句そのものにおける F0の高さ
の違いが一部の話者において観察された。一
方、聞き手にとっては、Wh-scope の作用域を
速やかに決定するという即時処理の要請か
ら、matrix verb で得られるはずの情報を待
たずに解釈を行っているという可能性が示
唆された。i）に並び、統語構造と韻律構造
の関係を示す情報の使われ方が、産出時と理
解時において異なる要請により異なる振る
舞いを見せることが示された。 

iii）英語の前置詞付加位置に関する曖昧
性における、日本人学習者の第二言語処理傾
向 

英語の前置詞付加位置に関する曖昧性
（例：Put the candy in the jar…. という
単語列において、in the jar という前置詞
句を動詞 put の goal として、VP 付加の構造
を与えるか、または動詞 put の location と
して、NP 付加の構造を与えるか）の解釈にお
いて、母語話者では Minimal attachment 
principle で説明されるように、VP 付加の解
釈が優先されることが知られている。本研究
では、日本人学習者が母語話者と違った処理
傾向を示すこと(VP 付加で一時的に解釈し
たことに起因するガーデンパス効果がむし
ろ見られなくなること)を、質問紙およびア
イトラッカーを用いたオンライン実験によ
り示した。さらに、この傾向は日本人英語学
習者の英語の運用能力の違いによって異な
りうることも示した。またここで観察された
ような母語話者と日本人学習者における違
いは、日本語の verb final という文法的特
性に関係する可能性を示唆した。 

上記 i）と ii）の結果は、話し手の意味伝
達における韻律生成と聞き手におけるその
利用の関係を捉えたユニークな結果をあた
えており、i）においては VWP 法の適用がそ
のキーになっている。また、iii)においても
アイトラッカーの使用によるオンライン実
験が言語処理過程を捉えている。 
３）脳イメージング法の可能性 

赤 外 線 分 光 法 (near infrared 
spectroscopy; NIRS)による脳賦活検査によ
り、以下の成果が得られた。 

教示される文脈 3条件（ポジティブ・ネガ
ティブ・ニュートラル）の各々において感情
的刺激を含む非言語的視覚刺激 3条件（ポジ
ティブ・ネガティブ・ニュートラル）を提示
し、脳活動を計測した。実験の結果、ネガテ

ィブな文脈においてポジティブな視覚刺激
（笑顔）が提示される条件における、左側の
前頭前野腹内側部（OFC: Orbito Frontal 
Cortex）の活性化が確認された。この結果は、
左側 OFC が、文脈に干渉する視覚的刺激の検
出に関与するという可能性とともに、文処理
過程の漸進的処理における干渉の基礎的な
処理メカニズムを示唆するものである。 
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